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{育成される人材像}
このプログラムで育成される「地域活性化コーデイ
ネータjとは、地域活性化の課題に直面したときに、
1 )自らの出自は公共・市民・ビジネスのいずれかの
1セクターに属する実務家や研究者であっても、他を
含めた3セクターの個々の特性を認識し、その長所を
活かして協働をデザイン・コーディネー卜でき、 2)
地域のネットワーク化や情報の共有を効率的に実現す
るICTを活用する知識を身につけ、 3)現場のコー
ディネートと同時に暗黙知を獲得し形式知に転換する
ことにより仮設定立・検証をおこなって、現場に応用
する力(概念図参照)をそなえ、 4)最終的に体系化・
一般化をして成果としてまとめる能力により、みずか
らのキャリアアップと地域への貢献の両者を達成でき
る実務的研究者・高度専門職業人のことです。
{キャリアアップ}
既存専攻の学生および外部からの人材は、地域活
性化プログラムに参加することにより単位履修が可能
であり 「地域活性化コーディネータ(仮)Jの名称を受
けることを予定しています。プログラム終了後は、現
場の知識を活かし、対立する課題を総合的に調整し
各セクターの長所を生かせる創造的な問題解決能力を
もった実務的研究者(大学等研究機関研究者・地域活
性化運営者)として活躍が期待されます。
[実績]
創造都市研究科は開設以来、研究科および大学重
点研究 『創造都市を創造するH創造経済と都市地域再
生』などのプロジェクト研究において、大阪市等との
共同による国際シンポジウムを通じた世界的な創造都
市研究ネットワークを形成、 地元である大阪市・ 大阪
市北区地域開発協議会を応援、同商業活性化協会と
提携契約を結び地域活性化プロジェクトを7回実施
し、 地域活性化計画の立案 ・支援をしてきました。ま
たプロジェク卜型の学生共同研究を重視し、開設以
来10年で毎年20数件の教員および学生数名の研究グ
ループを組織して教育研究活動の中で大きな効果をあ
げてきました。本プログラムでは、このような創造都
市研究科のプロジェクト型研究の実績を踏まえて、 3
セクター(公共・市民・ビジネス)の学生が共同で学
ぶ構造および関係機関との連携の上に、新たな知識的
統合を目標として、総合的人材「地域活性化コーディ
ネー タ」の養成をめざすものです。
01.市民と行政の協働の創出と
住民自治の理念
一豊中市千里文化センタ-
fコラポ]の事例から一
弘田洋二(大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻教授)・
田中逸郎(豊中市副市長)(注1)
はじめに
豊中市千里文化センタ一 「コラボ」は、千里を中心
に展開するNPO諸活動の運営関係者と一般市民、そ
して行政が集う場としてのプラットフォーム、連携を
生み出すラウンドテーブルとして機能しており、全国
の白治体から見学の申し込み、および情報提供の求め
が絶えないとpう。ひとつの課題およびその解決を掲
げるテーマ型のNPOばかりでなく、コミュニティの
特徴に根差した活動が活発な地域市民活動の成功事
例として、さらに「新しい公共の担p子Jといわれる
市民活動と、住民から公共性を委託されたと考えがち
な行政の協働による「公共性jの創出というこつの意
味で注目されているのであろう。
文化センター設立のプロセスにおいて行政の中心的
スタ ッフとして、行政と市民の協働を機能させるとい
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う理念に重心をおいてかかわってきた氏の情報提供を
受けながら、協働の創出のプロセスをとおして重要な
要因が何であったのかを探ってみたい。
1 .設置構想の具体化段階における 「参加と協働j
豊中市千里文化センター 「コラボ」はその設立過程
において、豊中市政における住民自治の理念を反映し
ながら、およそ以下のような経緯で、現在に至っている。
.2003年10月:豊中市財団法人大阪府千里センターが
「千里中央地区再整備ビジョン」策定。
.2004年7月:I再整備ビジョンJで提案された民間活
力導入による事業コンペにおいて、 豊中市が千里文
化センターの建替え方針を決定(既存施設を構成す
る図書館、公民館、老人福祉センターに、市役所出
張所、保健センターを加えて、千里地区の行政サー
ビスの拠点整備を図る)。
→この決定プロセスは、同年に施行していた 「豊中市
市民公益活動推進条例jの趣旨反映には至らず、行
政による住民サービスの拡張に留まる危倶があった。
.2005年9月:建替えに伴い、新図書館、公民館のあ
り方について検討するために豊中市教育委員会が市
民参画による「創造会議」を設置。
.2006年5月:i創造会議Jが中間報告をまとめる。
→新千里文化センターは、 「生涯学習と文化創造の
拠点、千里まちづくりと地域活性化の拠点として総
合的な役割を果たす必要がある」とされた。
.2006年10月:新千里文化センター着工。
.2007年12月:i創造会議」が最終提言をまとめる。
→同年、豊中市は「自治基本条例Jを施行。提言は、
①新千里文化センターの管理運営のありかた、 ②図
書館、公民館の機能とサービスのありかた、 ③多目
的スペース、屋上庭園の設置とありかた、などにつ
いて言及したものだった。
.2008年2月:新千里文化セ ンター (愛称;コラボ)
開館。
.2008年7月:i千里文化センター市民運営会議」を設
置し、コラボ運営の検討開始。
①コラボの将来像、 ②今後の事業のありかた(多目
的スペース 「コラボ広場J、「屋上庭園Jの活用)、 ③
事業の担い手の選考方法、 ④事業評価の手法、 ⑤プ
レ事業の企画 ・実施。
・2009年11月:千里文化センター市民実行委員会を設
置し、本格的な事業実施準備。
.2010年4月:実行委員会が本格的な事業をスタート。
:第2期市民運営会議がスタ トー (①コラ
ボ内施設の連携のありかた、 ②事業評
価、①事業の担い手の選考方法)
.2012年4月 :第3期市民運営会議がスタート(①コ
ラボ内施設の連携のありかた、②事業評価)
→同年、豊中市は「地域自治推進条例」を施行。
おおよそ以上のように、「コラボjは構想段階から現
在の運営に至るまで、行政と市民が参画した組織に
コラボ正面全景{注2)
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おいて協働が図られてきたこと(太宇部分)に、その
ユニークな特徴があるというのが氏の強調点だった。
図1iコラボ開館前後の動きjに、組織構成、機
能、活動内容とそれら組織関係が示されている。こ
うした市民参加と行政の協働の結果として、当初市
の構想、になかった、 市民が管理運用する「多目的ス
ペース」と「屋上庭園Jの設置が実現するとともに、
完成後の複合施設全体の運用や事業における「参加
と協働」 が生み出されたという。以下、 市民参加が
生まれ、公的セクターに位置付けられる行政機関と
の協働を生み出した背景を探ってみる。
2.千里ニュータウン再開発を契機に醸成された市民参画
千里ニュータウンは大阪府豊中市・吹田市に跨る千
里丘陵にあり、人口150.000人と想定された日本最初
の開発住宅地として全国的に有名である。高度経済
成長とともに核家族化も進展していた1960-70年代に
あって、入居者は中核的な労働提供層であり、その社
会関係は就労の場と結びついたアソシエーション優位
であって、 従来の村落共同体的な上下関係を内包し
た地縁コミュニティからは離反的であるのが一般的で
あった。開発から50年が経過した千里ニュータウンに
おける地域コミュニティはどうなっていたのか。
高齢化の進行のなかで、安心して住む続けられる
地域社会のモデルづくりを目的として2000年に建設
省主導で 「歩いて暮らせる街づくり事業jが実施され
た。全国20の地区を対象に実施された事業であった
が、ニュータウンの代表として千里ニュー タウンが指
定された。このときに、豊中市新千里東町を対象とし
てはじめて市民参画による街づくりの構想、が策定され
たのだが、「近隣センターを生活サービスとの交流の
拠点Jとすることへの取り組みが始まった{注3)。新千
里東町近隣センターの空き庖舗を活用する半年間の社
会実験のなかで地域の女性たちに運営された“コミュ
ニティ ・カフェ"はその成功例であり、「ひがしまち街
角広場J として、 "~)つ行っても誰かに会える"という
特性から、幅広い年齢層の人たちの集いの場となっ
た。地域活動やイベントなどに関する打ち合わせがそ
の場で行われるようになり、まちづくりや都市の再生
をテーマとする大学研究者などの注目されるところと
なり、住民、大学、専門家、行政などの交流が生じ
た。「千里グッズの会J、「千里市民フ ォー ラム」、 「千
里竹の会Jなど、市民ボランティアによる新しいタ イ
プの“自発的アソシエーション，，(注4)が醸成された。
同時期、吹田市では民間マンションの建設をめぐっ
て住環境保全に関する住民の関心が高まっており、
2002年に「千里ニュータウンの再生を考える市民100
人委員会」が設置されて、生活者の視点に立った意見
交換を行い、再生ビジョンをまとめていった。行政区
豊中市新千里図書館・公民館創造会議最終提言【平成19年(2007年)12月】
〔提言項目]①新千里文化センターの管理運営のあり方
②千里図書館・千里公民館の機能とサービスのあり方
③多目的スペース・屋上庭園の設置とそのあり方
<結び>千里文化センター運営の実施、評価及び改善の過程においても、多様な手段による市
民の参画の機会を設けることが必要。
【策定主体〕豊中市新千里図書館・公民館創造会議
公害市民、図書館・公民館関係団体、千里ニュータウン関係団体、図書館・公民館
等職員で構成計20名
開館後、さらに具体化
千里文化センター市民運営会議
【平成20年(2008年)7月設置】
学識経験者、公募市民、事業者、各施
設長で構成計19名
事務局:市民協働部千里文化センター
|第1期検討事項(H20・21)1
⑦コラボの将来像
⑧今後の事業のあり方(rコラ
ボひろばJ屋上庭園」の活用
③事業の担い手の選考方法
④事業評価手法
⑤プレ事業の企画・実施
|第2期検討事項(H22・23)1
①コラボ内施設の連携のあり
方
②事業評価
③事業の担い手の選考方法
千里文化センター市民実行委員会
【21年(2009年)11月設置】
市民運営会議市民委員の一部、
公募市民で構成計20名
分科会 :屋上庭園、交流
|市直接執行方式1:市が
経費負担し、歳入は市
陣成 22 年度I~竺
「多目的スペース」と「屋上庭
園」を活用して本格的な事業
を実施
事業実施団体(公募)
匿歪圏 :事業実施団
体が採算性を加昧しな
がら事業を実施
図1 コラポ開館前後の動き
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画の異なる地域コミュニティにおいては住民サービス
に遣いが生じるので、コミュニティ住民の凝集性は、
「民民間」の努力を前提としつつ二つの行政区域担当
者との交渉や調整作業を含んで図られざるを得ない。
その際に、住民はひとつの行政機関に対して要望を出
すという消費者主義的なサービス請求というスタンス
ではなく、住民エゴを自制して自らの要求を相対化し
た「自律的な公共」の視点を同時に持たざるを得ない
のである。その主体のひとつとして、行政区域を越え
て住民同士がつながって活動を行う組織として中間支
援型NPOが注目された悦5)0 Iひがしまち街角広場j
は、市民活動のインキュベーションスペースとなった
のであり、 NPOI千里市民フォーラムJなどは特定
のテーマをもっ活動なのではなく、コミュニティづく
りに関連する幅広い活動をエンパワーする拠点となっ
た。
そうしたベースにおいて住民の側のコミュニティづ
くりへの関心が、これまで交流や連携の活発でなかっ
た豊中市と吹田市を巻き込んで、問題の認識と課題
解決における協働を促す力が立ち上がってくることと
なった。また、行政の側も、単に住民や市民組織の
ニーズとは異なった水準で発せられる公共性をもった
意見に頻繁に接することで、市民の視線に立ったとき
にみえる行政の在り方を反省させられることになるの
だという。氏が、 「コラボjに行政と市民協働の機能
を作り出すために、単に市民組織を資金的(補助金、
委託金の支出)、空間的 (NP 0組織の入るセンター
を作る)に支援するだけでなく、ひとつの仕組みゃ器
を共有して共同運営することが重要だと強調するのは
こうした背景があるからだった。「コラボJはまさに、
制度的に公共を担う行政と公共性をもった市民の共同
運営が行われる公共施設なのである。氏のいう「ラウ
ンドテーブルJや地域「プラットフォームJにおいて
は、単一セクター相互のつながりの場と同時に複数の
セクターのつながりが想定されている。
3.参加と協働を創出するガバナンス
氏は豊中市のおける参加と協働の歩みを振り返っ
て、「参加」に加えて「協働Jを制度化したこと、つま
り「公共運蛍の仕組みを変革することを目標に設定し
た」豊中市市民公益活動推進条例 (2004年-)の制定
および[官治 ・集権型から自治 ・分権型の公共運営J
を明確にした豊中市自治基本条例 (2007年-)の意義
に注目している {注6)。
豊中市では、 1993年に 「豊中市まちづくり条例」に
おいて「行政が呼びかけて市民が参加」 から脱却して
「市民有志が呼びかけて市民参加jとpう道筋づくり
を目指し、初動期からのまちづくり活動を支援する
ことをうたったものとして全国的に注目された。しか
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し、市民参加による構想は、公共事業として実施す
ることを政策決定する段階においては協議・決定の仕
組みが従前のままであったために、実施段階では行政
主体となって再度市民の合意形成を市民参加の場で
行うという手続き (その段階では、行政案となって市
民に提示される)になった。「公共を担うのは行政で
サービスを受けるのは市民jという構図を変えること
ができなかった点を氏は指摘している。「豊中市市民
公益活動推進条例jは、市民参加をすすめることや市
民活動を支援するだけでは限界があり、プロセス全体
をとおして「協働jの取り組みを構築する制度設計が
必要という認識から生まれた。「市民が自律的に公共
を担う仕組みとして政府を再構築するJ(協働型ガパナ
ンスへの変革)という目標があったのだとpう。具体
的には、「市民公益活動推進助成金JI提案公募型委託
制度JI協働事業市民提案制度Jを設け、それを市民参
加のもとに運用するという制度が作られた。乙の制度
はまちづくり、コミ ュニティ開発のような一定課題に
ついては、 PDCAの全過程に市民が参加し、事業評価
や選定についての判断の主体となるべく設計されてい
る。また、そのためには自治体の立法府および行政が
もっ権限の移譲が必要であり、「公共的調整判断Jを
市民が担うことができる「自治 ・分権型の公共運営」
の仕組みを整備するために、 [豊中市自治基本条例j
の制定が必要であったという。
1. に経過を示した 「コラボjの設立、運営課程に
おいて、 行政の管理するべき公共施設を梢成する機
能、そしてその運営について「創造会議Jが提言して
それを実現するというプロセスは豊中市の自治・分権
についての認識と制度の設計なくしては展開しえな
かったのである。中間支援NPOの発達プロセスや機
能もさるととながら、盟中市の地方自治運営が熟議民
主主義と関連する取り組みと市民活動の相乗性が注目
されるところである。
[注]
(注1)大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策
専攻都市共生社会研究分野第1期修了生。氏は、豊中
市千里文化センター 「コラボJの創設時に豊中市生涯
学習推進室長、次いで政策企画部長として関わった。
本報告は、氏が中間支援型NPOの役割に注目してま
とめた修了論文をはじめとする提供資料、そして氏へ
のインタビューなどから弘田がまとめたものである。
(注2)http://www.city.toyonaka.osaka.jp/top/bousai/ 
korabo/より
(注3)山本茂 (2009)I“新しい公"による住環境マネ
ジメントの流れJrニュータウン再生一住環境マネジメ
ントの課題と展望j学芸出版社。
(注4)山田陽 (2009)I民主主義と公共圏Jr相関社会
科学j第四号、 pp.54-72。
(注5)田中逸郎 (2011)["都市型自治体における地域自
治一豊中市の事例からJ中川幾郎編著 『コミュニティ
再生のための地域自治の仕組みと実践』、学芸出版社。
(注6)田中逸郎 (2009)[" <参加>と<協働>の乙れか
ら一豊中市の取り組みから考えるーJrおおさか自治体
政策①「協働jによって行政は変わったかj大阪自治
センター・大阪地方自治研究センター。
02.パリ大改造と都市公園システム
久末弥生 (大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻准教授)
1.はじめに
フランスの首都パリ (Paris)は、都市公園が大き
なはたらきを担っている、世界有数規模のメトロポリ
ス (metropolis、主要都市)の 1つです。現代のパリ
の公園システムは、ナポレオン3世 (Napoleonm、本
名CharlesLouis Napoleon Bonaparte、1808-1873)時
代に確立されたものであると言っても過言ではありま
せん。近年のフランスでは、ナポレオン3世統治下の
パリ大改造を再評価する動きが見られます。ナポレオ
ン1世 (NapoleonBonaparte、1769-1821)の甥であ
る彼が俄1)、偉大な伯父に比べて見劣りすることは否
定できませんが、パリ大改造を実現したナポレオン3
世に対するフランスとりわけパリ市民からの支持は高
く、 2011年10月から2012年1月にかけてはパリ市内の
軍事博物館 (Museede I'Armee)で大規模な回昆膿「ナ
ポレオン3世とイタリア一国家誕生1848~ 1870年展
(Napoleon m et I'Italie: Naissance d'une Nation 1848-
1870) Jが開催されました。
日本との倒係では、 1867年の第2回パリ万博に際し
パリの軍事博物館
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て、ナポレオン3世の招きにより渡敵した徳川昭武
(第15代将軍徳川慶喜の実弟)一行が、ブーローニュ
の森 (Boisde Boulogne)とピュット ・ショーモン公園
(Parc des Buttes Chaumont)を視察しています。これ
は後の1904年に、日本で最初の本格的な都市公園で
ある日比谷公閏が開園するごとにつながりました。し
たがって、 日比谷公園ひいては日本各地の欧米様式の
都市公園も、パリの都市公園の影響を強く受けている
と言えます。
本稿では、パリ大改造による都市公園システムの確
立を概観します。
2.第二帝政とパリ大改造
1852年12月2日、フランスではナポレオン 3世に
よる第二帝政 (1852~ 1870年)が始まりました。翌
1853年から第二帝政が崩壊する1870年まで、ナポレ
オン 3世はパリを舞台とする大規模な都市改造に没
頭することになります。パリ大改造に対する彼の執念
は、第二共和政 (1848~ 1852年)下でフランス初代
回顧展のポスター
